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つま り,特徴的にいえば,着目する物性 とい うものは,物理的相互作用場を形









幾何学的意味を考え,次にq非＼局所 "の論理から¶非対称 "の論敵 ＼の移行を
論じ,最後に,q非対称 "の物理的及び幾何学的意味について考えることにし
たい｡
但し,a,こでは .あくまで も ｢レオロジーの幾何学的研一究｣の線にそった考





§2. Q 非局所 カ
"非局所 "とい う概念は,何に由来するかといえば,例えば,原子 (分子)
間カとして,最近接原子 (分子)間の近接作用のみ在らず,第二,第三,







されることを,特徴的に,q非局所 "化と育ってお り,この論理に奉づ く連続
体力学を,Q非局所 "連続体力学 (Nor3-local continuum I工eChanics)
とよんでいる O5) ′
このことは,言葉をかえていえば,基本と在る独立変数の数を増やすこと,
つま り,.各点の自由度の数を増やすことに対応してき,いわば , ｢各点が構造
をもつ｣とい う概_念と同等であることがわかるO
これを幾何学的に表現するためには.,点.(Ⅹ応)の他に,ある種の独立変数,
例えばlX(m)だ (-豊 ;m-.･ In ; 七はある種のパラメ-タ)
を附随させて,全体として, (Ⅹぷ 妄(1)6 -･･ Ⅹ(n)k ) を独立変数として採.I I
用するEことが必要となる｡ 要するに,よりミクロに洞察するという論理に対応
4)
して,, いわゆる高次空間 (Higherorderspace) が導入されなければ
怒ら葱くなるO-
一般的に,独立変数の数を増やして,形式的に拡張することは容易であるが,
この q非局所 "なる概念に於ての本質は, ｢各点が構造をもつ｣ということで
あり,独立変数としては,点 (Ⅹぷ)の他に,その点の構造を本質的に反映すべ
き性格のものを採用することが肝要である｡ 一 例えば , t方向特性であれば
















































1,2,--･m)とし､,椀物異相勺場のそれを 博 o)(0-皿+1∴ .･･n)とす
ると,両者の臨係
忠6- )言軍Kあるいは 偲ぶニ スx0億-0 ,
が,物理的相互作用そのものを表わし,物理的種互作用場は, elemenも cEf
support rⅩX AGq)▲を独立変数とすることに夜る..この 帯 は∴木目互作用I
の非ホロノーム性,即ち,非可逆 ･非線型性を代表するから,一般に非対称で
あり,ここに非対称場が出現するO/










AEo)一場が対応してくる,ことと存るO そしてt明らかに･-(Ⅹぷ ICP)-場～ I
紘,それ自体,叱 非局 所-"rJピきれていることに任意すべきであるo
l :.. - ＼
§4.q非対称 "
か くして, (Ⅹ応 スぷo)-場の構築こそ,本質的把物理的相互作用場を洞察I




























gAo(- )oXaAH , aスK ≡ AIJA:831 ′
と,接続係数













る. これ らの幾何学的取扱いは,既に度々のべた如 く,｢非ホロノーム部分空
1),2)･9崇代表することに夜るO間分解論｣
一般相対性理論に限 らず, ｢場｣の軍論として非対称化を図ってい くことの
物坤的意味は,非局所場を構成する新しい自由度の添加によって代表され,
｢相互作用場｣ として本質的に把握されることに浸るが, 廿物坤 "の論群的査












な t物理 "紘,鹿格の異食るこづの場わ相互作用の出現tいうことであ り,こ
の点が強調されて. ｢動模棒の方向｣に基づ く ｢非ホ ロノーム部分空間分解論｣
が系統的を方法論 として,提唱されるに至った.それ故, q非対称 "が,より
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